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ZOOMの手引き⑥ 
  

今回は、オンライン授業で板書をどうしようかと迷っている方に「板書方法の一例とスポットライトビデオ」

と、ZOOM の中でも４人班などの話し合いの場所を設定できる「ブレークアウトセッション」についてです。中学

部で授業の練習をしていて有効だと思ったので共有させていただきます。やっていくうちにいろいろな方法が出

てくると思うので、みなさんからも教えていただけたらと思います。いよいよ始まりますね。がんばりましょう。 

 

１ 板書の一例とスポットライトビデオ 

 ホワイトボードで板書もいいと思います。 

ここでは、書画カメラの要領で、図１のように本を積んで作り

ました…。超アナログです…。書画カメラがあればいいけど、

ないので。 

手元の紙に書くものが板書になるので簡単です。 

方法としては、パソコンでは ZOOMのホストとして自分を映す。

書画カメラとなるスマホからもZOOMのミーティングに参加し、

２回線を使います。お互いがお互いの音を拾うとハウリングす

るので、スマホの方はビデオのみオンで、ミュートし、スマホ

の音量も０にします。 

 次に、この板書が、図２のように児童生徒の画面に大きく映

らなければ、意味がありません。全員の顔が見られるギャラリ

ービューでは小さすぎるし、スピーカービューにしても、話し

ている人の画面が大きくなり、板書を固定して大きく映させる

ためには、その画面をダブルクリックさせてピン止めさせなけ

ればなりません。これを子ども全員にやらせるのは、なかなか

難しいし、いちいち指示を出すのも手間です。そこでホストが

使えるのが「スポットライトビデオ」です。「参加者の管理」を

クリックして、拡大して映したい人（ここでは板書撮影ようの

スマホ）のところの「詳細」を押すと図３のようになるので、

ここの「スポットライトビデオ」をクリックすると、参加して

いる全員の画面がギャラリービューであろうとスピーカービ

ューになり、「板書」のカメラが大きく映るように切り替わり

ます。同様に行えば、大きく映したい人を全員に大きく見せる

ことができます。この機能は、ホストだけが使える有効な機能

だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 書画カメラ！ 

 

図 2 まあまあきれいに映ります。 

 

図３ スポットライトビデオ 
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２ ブレークアウトセッション 

 「ZOOM を使った授業でもペアや班で話し合わせ

たい」 

これを可能にする機能です。有料版のみの機能だと

聞いていましたが、ネット検索してみたところ、設

定すれば無料版でもできることがわかりました。

ZOOM に関する機能は、検索すればたくさんでてき

ますね。以下がその URL ですので、見てみてくださ

い。 

https://zoom-tatsujin.com/point/ 

この URL の説明の方がすごくわかりやすいですが、

一応、 

①ZOOMのホームページを開き、サインインする。 

②ページ左の「設定」をクリック（図４） 

③「ミーティングにて（詳細）」をクリック（図４） 

④「ブレイクアウトルーム」をオンにし、下に✔を 

 入れる。 

これで準備が完了。 

次にミーティングをホストとして開くとき、下に 

「ブレークアウトセッション」というアイコンが増

えているはずです。（図６） 

 

 

 

⑤「ブレークアウトセッション」をクリックすると、 

 「ブレークアウトセッションの作成」がでます。 

（図６） 

 ここで参加者をいくつのグループに分けるか、そ

のグループ分けを自動にするか手動で行うか選び

ます。ここの例では、３人を２グループ、手動で。 

そして、「セッションの作成」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４

 

図５ 

 

 図６ 
 

https://zoom-tatsujin.com/point/
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⑥ここで、グループ分けを行います。 

この例では、ブレークアウトセッション１（１班）の

「割り当て」のところを押し、A さんと B さんを割り

当てました。同様に、ブレークアウトセッション２（２

班）も割り当てます。 

 

⑦「オプション」で、そこに書いてあることが設定で 

きます。（図８） 上から順番に、 

・「全参加者を自動で分科会室に移動」 

 ⇒「✔」をつけると、そのまま班活動へ。つけない

と「班活動へ行きますか？」のようなことを聞かれる。

だから「✔」。 

・「参加者がいつでも…」 

 ⇒ここに✔を入れないと参加者の意思でもともとの

全体の会議に戻ってこれない。だから「✔」 

・「分科会は次の…」 

 ⇒班の話し合いの時間を設定できます。この例では

５分に設定したので、５分後に全体の会議に戻ってく

ることになります。時間設定するなら「✔」 

・「時間切れ時に自分に通知」⇒そのままの意味 

・「分科会を閉じたあとの…」 

 ⇒話し合い時間終了後、そこの設定時間を経て、全

体の会議に戻ってくる。 

・「再作成」で班を再編成できる。 

・「セッションの追加」で班を増やすことができる。 

 

⑧図８の「すべてのセッション」をクリックすると 

図９になる。ホストは、どの班にも参加できる。参加

したい班の「参加」を押すと、図９の右のように聞か

れる。 

ホストは、実際の授業のように班の話を同時に聞くこ

とはできないが、一つの班に入ってその班の話を聞く

ことができる。逆に班に入っていかなければ、全体会

議の ZOOM では、班の活動は全く見えない。 

班員たちは、他の班の様子も全体の様子も見えない。

その班員だけの活動になる。 

 

⑨「全員宛てのメッセージを送信」で班活動中の児童

生徒にメッセージを送れる。 

 「すべてのセッションを停止」で班活動を終わらせ

る。押すと図８で指定したカウントダウン時間後、班

員は全体に戻ってくる。 

 

図７ 

 

図８ 

 

図９ 

 


